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二
三
一

◎
研
究
室
の
動
き

○
人
事

　

二
〇
一
六
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四
月
一
日
付

　

・
平
成
二
十
八
年
度
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
長
に
補
さ
れ
る

�

大
豆
生
田　

稔

　

・
平
成
二
十
八
年
度
文
学
部
史
学
科
学
科
長
に
補
さ
れ
る�

鈴
木　

道
也

　

・
文
学
部
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授
（
史
学
科
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に
補
さ
れ
る�

千
葉　

正
史

　

・
文
学
部
教
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（
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学
科
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に
補
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る�

岩
下　

哲
典

　

・
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学
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（
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学
科
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に
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西
村　

陽
子

　

・
文
学
部
准
教
授
（
史
学
科
）
に
補
さ
れ
る�

村
田　

奈
々
子

　

二
〇
一
六
年
三
月
三
十
一
日
付

　

・
平
成
二
十
七
年
度
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
長
を
退
任
す
る

�

　

森　
　

公
章

　

・��

平
成
二
十
七
年
度
文
学
部
史
学
科
学
科
長
を
退
任
す
る�

鈴
木　

道
也

　

・��

文
学
部
教
授
を
退
職
す
る�

�
高
橋　

継
男

　

・��

文
学
部
教
授
を
退
職
す
る�

�

岡
本　

充
弘

○
史
学
科
調
査
実
習

　

・��

二
〇
一
六
年
四
月
十
七
日　

史
学
科
の
学
部
生
を
対
象
と
し
た
実
習

を
行
い
ま
し
た
。

　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
佐
倉
市
）　

○
史
学
科
海
外
文
化
研
修

　

・��

二
〇
一
六
年
九
月
七
日
～
十
日　

史
学
科
と
文
学
部
他
学
科
の
学
生

希
望
者
を
対
象
と
し
た
海
外
文
化
研
修
を
台
湾
で
行
い
ま
し
た
。

　
　

�

台
北
市
国
立
故
宮
博
物
院
（
以
上
、
七
日
）、
台
南
市
孔
子
廟
、
赤
嵌

楼
、
祀
典
武
廟
、
延
平
郡
王
祠
（
以
上
、
八
日
）、
高
雄
市
立
歴
史
博

物
館
、
台
中
市
東
海
大
学
訪
問
（
以
上
、
九
日
）、
台
北
市
中
正
紀
念

堂
、
二
二
八
紀
念
館
（
以
上
、
十
日
）

専
任
教
員
活
動
報
告

森　
　
　

公　

章　

教
授

研
究
活
動

○
著
書

・��『
平
安
時
代
の
国
司
の
赴
任�『
時
範
記
』
を
よ
む
』（
臨
川
書
店
）

　

 

単
著　

二
〇
一
六
年
四
月
三
〇
日　
（
一
～
二
一
四
頁
）

・��『
天
智
天
皇
』（
吉
川
弘
文
館
）　

単
著　

二
〇
一
六
年
九
月
一
日
（
一
～

三
〇
七
頁
）

○
論
文

・��「
郡
符
木
簡
再
考
」　

単
著　

二
一
〇
六
年
三
月
一
五
日
（
昨
年
度
未
掲

載
）

　
『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
五
二
集
（
三
九
一
～
四
一
五
頁
）

・「
畿
内
郡
司
の
行
方
」　

単
著　

二
〇
一
六
年
一
一
月
一
日

　
『
摂
関
期
の
国
家
と
社
会
』（
山
川
出
版
社
）（
一
八
〇
～
一
九
五
頁
）



二
三
二

・��「
半
井
家
本
『
医
心
方
』
紙
背
文
書
と
国
司
の
交
替
」　

単
著　

二
〇
一
七
年
二
月
二
八
日
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
四
二

号
（
一
～
五
二
頁
）

○
そ
の
他

・�『
発
見
・
検
証
日
本
の
古
代
』
Ⅰ
纏
向
発
見
と
邪
馬
台
国
の
全
貌
（
Ｋ
Ａ

Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）　

白
石
太
一
郎
・
鈴
木
靖
民
・
寺
澤
薫
・
上
野
誠
と
の

共
編
著　

二
〇
一
六
年
七
月
一
五
日
（
一
～
三
四
八
頁
）

・�「
発
見
・
検
証�

日
本
の
古
代
」
古
代
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
六　

二
〇
一
六
年
七
月
三
〇
日　

紀
伊
國
屋
サ
ザ
ン
シ
ア
タ
ー
（
新
宿
）

・�「
遣
唐
使
と
は
何
か
、
そ
の
は
じ
ま
り
と
交
流
の
軌
跡
」
Ｊ
Ｒ
東
海
第

一
四
九
回
「
奈
良
学
文
化
講
座
」　

二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
九
日　

よ
み

う
り
ホ
ー
ル
（
有
楽
町
）

・�「『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
出
雲
」
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編

『
古
代
出
雲
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』
Ⅲ
（
島
根
県
・
島
根
県
教
育
委
員
会
）　

二
〇
一
六
年
九
月
一
八
日
（
四
三
～
五
〇
頁
）

・�「
稲
荷
山
鉄
剣
銘
の
衝
撃
／
国
造
制
、
部
民
制
、
人
制
と
は
何
か
／
天

皇
の
漢
風
諡
号
、
和
名
の
成
立
／
葛
城
氏
と
は
何
者
か
／
日
本
の
氏
・

姓
と
は
何
か
─
そ
の
違
い
に
つ
い
て
」
二
〇
一
六
年
九
月
二
五
日　
『
検

証
・
発
見�

日
本
の
古
代
』Ⅱ
騎
馬
文
化
と
古
代
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
Ｋ

Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）（
七
〇
～
八
四
頁
／
八
五
頁
／
八
六
～
八
七
頁
／

一
七
五
頁
／
二
一
六
～
二
一
七
頁
）

・�「
律
令
国
家
「
日
本
」
誕
生
の
舞
台
／
「
大
化
改
新
」
の
実
像
／
浄
御
原

令
と
天
皇
号
の
成
立
／
大
宝
律
令
施
行
」　

単
著　

二
〇
一
六
年
一
〇
月

二
五
日　

奈
良
文
化
財
研
究
所
編
『
飛
鳥
む
か
し
む
か
し
』
国
づ
く
り

編
（
朝
日
新
聞
出
版
）（
八
三
～
九
八
頁
）

・�「
天
智
天
皇
の
こ
と
ば
」　

単
著　

二
〇
一
六
年
一
一
月
一
日　
『
本
郷
』

一
二
六
（
一
三
～
一
五
頁
）

・�「
古
代
天
皇
制
の
成
立
は
い
つ
か
」　

単
著　

二
〇
一
六
年
一
一
月
一
〇

日　
『
検
証
・
発
見�

日
本
の
古
代
』
Ⅲ
前
方
後
円
墳
の
出
現
と
日
本
国

家
の
起
源
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）（
八
〇
～
一
〇
〇
頁
）

・�「
日
本
古
代
史
の
研
究
と
木
簡
」　

単
著　

二
一
〇
六
年
一
一
月
一
八
日

韓
国
木
簡
学
会
第
三
回
国
際
学
術
大
会　

大
韓
民
国
大
邱
市
慶
北
大
学

校
報
告
文
は
資
料
集
『
古
代
世
界
の
文
字
資
料
と
文
字
文
化
』（
六
六
～

八
〇
頁
）
に
掲
載

・�「
平
安
中
・
後
期
の
対
外
関
係
と
対
外
政
策
─
「
遣
唐
使
」
以
後
を
考
え

る
─
」　

単
著　

二
〇
一
六
年
一
二
月
二
日　

日
本
史
研
究
会
古
代
史
部

会
・�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
「
英
雄
た
ち
の
選
択
正
月
Ｓ
Ｐ
─
日
本
の

あ
け
ぼ
の
・
四
つ
の
始
ま
り
─
」　

二
〇
一
七
年
一
月
三
日　

コ
メ
ン
ト

（
ビ
デ
オ
）
出
演

○
調
査
活
動

・�

科
学
研
究
補
助
金
基
盤
研
究
Ｃ

　
�「

郡
的
世
界
」
か
ら
国
衙
の
支
配
へ
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る
基
礎
的
研

究
（
研
究
代
表
者
）

学
会
活
動

　

�

白
山
史
学
会
、木
簡
学
会
、史
学
会
、日
本
歴
史
学
会
、日
本
史
研
究
会
、



二
三
三

大
阪
歴
史
学
会
、
続
日
本
紀
研
究
会
、
正
倉
院
文
書
研
究
会
、
条
里
制
・

古
代
都
市
研
究
会
、
高
知
海
南
史
学
会
、
朝
鮮
史
研
究
会

教
育
活
動

・�

学
内　

歴
史
の
諸
問
題
Ａ
１
、
歴
史
の
諸
問
題
Ｂ
１
、
日
本
史
学
特
講

②
、
日
本
史
史
料
研
究
①
、
日
本
史
学
卒
論
演
習
①
（
学
部
）、
日
本
史

学
特
論
Ⅰ
、
日
本
史
学
演
習
Ⅰ
、
日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅰ
、
日
本
史
学

研
究
指
導
Ⅰ
（
大
学
院
）

社
会
的
活
動

・
練
馬
区
文
化
財
審
議
委
員

・
大
宰
府
史
跡
調
査
研
究
指
導
委
員
会
委
員

・
文
部
科
学
省
教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
臨
時
委
員

・
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
学
位
審
査
会
歴
史
部
会
専
門
委
員

・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
総
合
展
示
第
一
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
委
員
会
委
員

・
府
中
市
史
編
纂
委
員

・
日
本
歴
史
学
会
理
事
・
評
議
員

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動

・
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
委
員

・
出
版
会
運
営
委
員

・
文
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
委
員

・
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
博
物
館
館
長

神　

田　

千　

里　

教
授

研
究
活
動

○
論
文

・�

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
描
く
織
田
信
長
像
に
つ
い
て　

単
著

　

�

二
〇
一
六
年
二
月　
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
六
九
集
史
学
科
篇

四
一
、四
九
～
七
六
頁

○
著
書

・
戦
国
と
宗
教　

単
著

　

�

二
〇
一
六
年
九
月
二
一
日　

岩
波
書
店
、
二
〇
六
頁

○
学
会
発
表

・�

白
山
史
学
会
大
会
特
別
企
画
「
織
田
信
長
像
再
考
」
座
談
会
司
会

　

�

二
〇
一
六
年
一
一
月
二
六
日　
　

於
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
八
Ｂ

一
一
教
室

学
会
活
動

　

�

白
山
史
学
会
（
会
員
）・
史
学
会
（
同
）・
日
本
歴
史
学
会
（
理
事
・
評

議
員
）・
海
南
史
学
会
（
会
員
）。

教
育
活
動

○�

歴
史
学
研
究
法
Ａ
・
Ｂ
・
日
本
史
史
料
研
究
・
日
本
史
概
説
Ａ
・
Ｂ
・

日
本
史
学
卒
論
演
習
（
以
上
学
部
）・
日
本
史
学
特
論
・
日
本
史
学
演

習
・
日
本
史
学
研
究
指
導
（
以
上
大
学
院
）。

社
会
的
活
動

　

な
し
。



二
三
四

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動

　

教
職
課
程
運
営
委
員
会
委
員

白
川
部　

達　

夫　

教
授

研
究
活
動

○
論
文

・�「
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営（
三
）」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』

六
九
集
史
学
科
四
一
号
、
二
〇
一
六
年
二
月
二
七
日
）
単
著
、
七
七
～

一
〇
一
頁

・�「
一
九
世
紀
前
半
の
肥
料
商
と
地
域
市
場
」（
東
洋
大
学『
東
洋
学
研
究
所
』

五
三
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
一
四
五
～
一
五
六
頁

・�「
世
直
し
と
土
地
所
有
意
識
の
変
容
」
明
治
維
新
史
学
会
編
『
講
座
・
明

治
維
新
』
一
〇
巻
（
有
志
舎
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
〇
日
）
単
著
、

一
五
四
～
一
八
三
頁

○
そ
の
他

・�

木
村
茂
光
・
安
田
常
雄
・
白
川
部
達
夫
・
宮
瀧
交
二
編
『
日
本
生
活
史

辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
〇
日
）
共
編
、
七
一
〇

頁��

執
筆
項
目
：
言
い
継
ぎ
、公
事
師
、公
事
宿
、地
方
、出
入
り
、村（
三
）、

村
切
り
、
村
境
、
村
請
制
、
村
方
騒
動
、
世
間
師
、
世
直
し
、
割
地

・�「
江
戸
時
代
の
古
文
書
の
読
み
方
７
、
入
会
と
村
、
そ
の
一
」『
書
物
學
』

七
号
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
三
月
三
一
日
）
単
著
、
六
八
四
～

七
二
頁

・�「
江
戸
時
代
の
古
文
書
の
読
み
方
８
、
入
会
と
村
、
そ
の
二
」『
書
物
學
』

八
号
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
八
月
八
日
）
単
著
、
五
三
～
五
七
頁

・�「
江
戸
時
代
の
古
文
書
の
読
み
方
９
、
村
役
人
」『
書
物
學
』
九
号
（
勉

誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
日
）
単
著
、
六
七
～
七
四
頁

○
書
評

　

�「
小
松
賢
司
著
『
近
世
後
期
社
会
の
構
造
と
村
請
制
』」（『
歴
史
学
研
究
』

九
四
三
号
、
一
〇
一
六
年
四
月
）
六
一
～
六
三
頁

○
研
究
報
告

　

�「
中
西
聡
・
井
奥
成
彦
編
『
醤
油
醸
造
業
と
地
域
の
工
業
化
－
高
梨
兵
左

衛
門
家
の
研
究
』
に
つ
い
て
」、
一
〇
一
六
年
八
月
二
〇
日
、
於
ク
ラ
ブ

関
東
（
千
代
田
区
丸
の
内
一
ー
三
、
銀
行
会
館
一
九
階
）

○
調
査
活
動

　

�

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
Ｃ
・
一
般
「
近
世
の
肥

料
商
と
農
業
経
営
」
研
究
代
表
者

学
会
活
動

　

�

白
山
史
学
会
、関
東
近
世
史
研
究
会
（
評
議
員
）、日
本
古
文
書
学
会
（
評

議
員
）、
立
正
史
学
会
（
評
議
員
）
歴
史
学
研
究
会
、
日
本
史
研
究
会
、

歴
史
科
学
協
議
会
、
地
方
史
研
究
協
議
会
（
会
員
）、

教
育
活
動

○
学
内

　

�
歴
史
の
諸
問
題
、
歴
史
学
研
究
法
Ａ
Ｂ
、
日
本
史
史
料
研
究
、
日
本
史

学
卒
論
演
習
③
、
卒
業
論
文
指
導
、（
以
上
学
部
）
日
本
史
学
特
論
Ⅲ
、

日
本
史
学
演
習
Ⅲ
、
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
以
上
大
学
院
）



二
三
五

○
学
外

　

中
央
大
学　

日
本
社
会
経
済
史
、
日
本
史
演
習　

社
会
的
活
動

〇
講
演

　

�「
江
戸
幕
府
の
旗
本
た
ち
」（
二
〇
一
六
年
九
月
三
〇
日
、
於
茨
城
県
龍

ケ
崎
市
中
央
図
書
館
、
同
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

�「
江
戸
幕
府
の
旗
本
た
ち
」（
二
〇
一
六
年
二
〇
日
、
於
神
奈
川
県
開
成

町
瀬
戸
屋
敷
、
同
町
町
民
サ
ー
ビ
ス
部
自
治
活
動
応
援
課

〇
文
化
財

　

�

埼
玉
県
草
加
市
「
お
く
の
ほ
そ
道
の
風
景
地　

草
加
松
原
」
保
存
活
用

計
画
策
定
委
員
会
委
員
長

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動

　

大
学
院
文
学
研
究
科
委
員

岩　

下　

哲　

典　

教
授

研
究
活
動

○
編
集

・�『
東
ア
ジ
ア
の
「
秩
序
」
を
考
え
る
〔
報
告
書
〕』
東
ア
ジ
ア
の
秩
序
研

究
会
と
共
編　

二
〇
一
六
年
二
月
二
九
日　

東
ア
ジ
ア
の
秩
序
研
究
会

　

全
八
五
頁

・�『
城
下
町
と
日
本
人
の
心
性
』　
「
城
下
町
と
日
本
人
の
心
」
研
究
会
と
共

編　

二
〇
一
六
年
三
月
三
一
日　

岩
田
書
院　

本
文
全
四
一
四
頁　

附

録
全
一
六
頁

・�『
都
市
農
村
共
生
・
対
流
総
合
対
策
交
付
金
助
成
事
業　

農
村
・
都
市
交

流
促
進
の
た
め
の
信
州
「
た
の
め
の
里
」（
塩
尻
市
北
小
野
・
辰
野
町
小

野
）
の
食
・
文
化
・
歴
史
の
調
査
・
研
究
〔
報
告
書
〕』　

二
〇
一
六
年

三
月
三
一
日　

岩
下
哲
典
発
行　

全
六
六
頁　

○
論
文

・�「
東
ア
ジ
ア
（
日
・
中
・
韓
）
に
お
け
る
現
世
と
来
世
の
秩
序
に
つ
い
て
」

単
著　

岩
下
哲
典
・
東
ア
ジ
ア
の
秩
序
研
究
会
編『
東
ア
ジ
ア
の「
秩
序
」

を
考
え
る
〔
報
告
書
〕』
二
〇
一
六
年
二
月
二
九
日　

東
ア
ジ
ア
の
秩
序

研
究
会　

二
～
七
頁

・�「
江
戸
城
松
之
大
廊
下
一
件
と
赤
穂
浪
人
一
件
お
よ
び
関
連
の
話
題
に

つ
い
て
」
単
著　

鈴
木
幸
彦
編
『
平
成
二
七
年
度　

講
演
記
録
集
』

二
〇
一
六
年
三
月
二
五
日　

地
域
お
こ
し
歴
史
懇
話
会　

二
～
一
一
頁

・�「
外
国
人
の
旅
行
記
等
に
み
る
日
本
の
城
郭
と
城
下
町
─
安
土
桃
山
期
・

江
戸
中
後
期
・
幕
末
期
を
中
心
に
─
」
単
著　

岩
下
哲
典
・「
城
下
町
と

日
本
人
の
心
」
研
究
会
編
『
城
下
町
と
日
本
人
の
心
性
』　

二
〇
一
六
年

三
月
三
一
日　

岩
田
書
院　

二
七
三
～
三
〇
四
頁

・�「
幕
末
維
新
史
と
城
郭
・
城
下
町
・
武
士
─
「
王
城
」
と
「
王
城
守
護
」

を
分
析
の
用
語
と
し
て
─
」
単
著　

岩
下
哲
典
・「
城
下
町
と
日
本
人
の

心
」
研
究
会
編
『
城
下
町
と
日
本
人
の
心
性
』　

二
〇
一
六
年
三
月
三
一

日　

岩
田
書
院　

三
〇
七
～
三
三
五
頁

○
そ
の
他

・�「
書
評　

片
桐
一
男
『
知
の
開
拓
者　

杉
田
玄
白
「
蘭
学
事
始
」
と
そ
の



二
三
六

時
代
』　

片
桐
一
男
解
読
・
注
記
・
解
説
『
米
沢
藩
医
堀
内
家
文
書
』
解

題
編
・
図
録
編　

片
桐
一
男
『
伝
播
す
る
蘭
学　

江
戸
・
長
崎
か
ら
東

北
へ
』」『
洋
学
史
研
究
』
第
三
三
号　

二
〇
一
六
年
四
月　

洋
学
史
研

究
会　

一
二
三
～
一
二
八
頁

・�「
記
念
講
演
・
要
旨　

幕
末
情
報
社
会
と
小
栗
上
野
介
」『
た
つ
な
み
』

第
四
一
号　

二
〇
一
六
年
八
月　

小
栗
上
野
介
顕
彰
会　

六
～
二
九
頁

・�「
新
刊
の
情
報
と
紹
介　

片
桐
一
男
著
『
江
戸
時
代
の
通
訳
官
‐
阿
蘭
陀

通
詞
の
語
学
と
実
践
‐
』」『
日
本
史
の
研
究
』
二
五
四
（
歴
史
と
地
理

六
九
七
）
二
〇
一
六
年
九
月
二
〇
日　

山
川
出
版
社　

五
一
～
五
五
頁

・�「
江
戸
時
代
に
流
行
し
た
民
衆
信
仰
『
富
士
講
』
と
日
本
人
本
来
の
心
の

領
域
」
世
界
遺
産
ア
カ
デ
ミ
ー
編
集
・
発
行
『
会
報
誌
「W

H
A

─M
R

」

巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
』　

二
〇
一
六
年
一
一
月
一
九
日

○
調
査
活
動

・�

静
岡
県
藤
枝
市
岡
部
町
松
岡
神
社
文
書
調
査　

二
〇
一
六
年
八
月
二
二

～
二
三
日
同
年
一
二
月
一
七
～
一
八
日

学
会
活
動

　

�

白
山
史
学
会
（
常
任
委
員
）、
高
橋
泥
舟
史
料
研
究
会
（
代
表
）、
洋
学

史
研
究
会
（
副
会
長
）、
洋
学
史
学
会
、
地
方
史
研
究
協
議
会
、
日
本
海

事
史
学
会
、
日
本
仏
学
史
学
会
、
名
古
屋
郷
土
文
化
会
、
静
岡
山
岡
鉄

舟
会
、
日
本
医
史
学
会
、
日
本
情
報
経
営
学
会

教
育
活
動

○�

学
内
「
歴
史
の
諸
問
題
Ａ
７
・
Ｂ
７
」「
歴
史
の
諸
問
題
Ａ
８
・
Ｂ
８
」

「
歴
史
の
諸
問
題
Ａ
９
・
Ｂ
９
」「
日
本
史
学
卒
論
演
習
６
」（
以
上
学
部
）

「
日
本
史
学
特
論
Ⅳ
（
Ⅳ
Ａ
・
Ⅳ
Ａ
）」「
日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅳ
（
Ⅳ
Ａ
・

Ⅳ
Ｂ
）」「
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
Ⅳ
Ａ
・
Ⅳ
Ｂ
）」「
日
本
史
学
演
習

Ⅳ
（
Ⅳ
Ａ
・
Ⅳ
Ｂ
」（
以
上
大
学
院
）

○
学
外

・�

都
留
文
科
大
学
「
国
語
国
文
学
と
日
本
史
」「
歴
史
と
文
化
」　

社
会
的
活
動

○
講
演

・�

Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム『
英
雄
た
ち
の
選
択
』①
ス
タ
ジ
オ
出
演「
知

り
す
ぎ
た
男
た
ち
の
挑
戦　

蛮
社
の
獄　

渡
辺
崋
山
と
高
野
長
英
の
決

断
」（
二
〇
一
六
年
二
月
一
八
日
放
送
、八
月
二
五
日
再
放
送
）、②
同
「
幕

末
最
強
の
軍
を
つ
く
っ
た
男
～
佐
賀
藩
主
鍋
島
閑
叟
」（
二
〇
一
六
年
八

月
一
八
日
放
送
、
八
月
二
五
日
再
放
送
）、
③
Ｖ
Ｔ
Ｒ
お
よ
び
ス
タ
ジ
オ

出
演
「
明
治
維
新
の
デ
ザ
イ
ナ
ー　

尾
張
藩
主
徳
川
慶
勝
」（
二
〇
一
六

年
一
〇
月
一
三
日
放
送
、
一
〇
月
二
〇
日
再
放
送
）

・�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
二
放
送
『
文
化
講
演
会
』「
黒
船
と
日
本
─
ペ
リ
ー
来

航
絵
巻
を
ひ
も
と
く
─
」（
二
〇
一
六
年
四
月
九
日
放
送
、
七
月
二
四
日

再
放
送
）

・�

山
陽
放
送
学
術
文
化
財
団
主
催
第
四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
岡
山
蘭
学
の

群
像　
『
開
国
へ
』　

幕
末
外
交
の
裏
舞
台
で
奔
走�

箕
作
阮
甫
」
基
調
講

演
「
幕
末
の
外
交
と
箕
作
阮
甫
の
役
割
」（
二
〇
一
六
年
四
月
一
八
日　

山
陽
放
送
さ
ん
太
ホ
ー
ル
）　

・�

川
崎
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー　

講
座
『
世
界
を
旅
す
る
⑮
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル

ギ
ー
・
ツ
ア
ー
』「
幕
末
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
貢
献
１
ー
ペ
リ
ー



二
三
七

来
航
予
告
情
報
」（
二
〇
一
六
年
五
月
一
八
日　

川
崎
市
生
涯
学
習
プ
ラ

ザ
）、「
幕
末
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
貢
献
２
─
長
崎
海
軍
伝
習
・

榎
本
武
揚
」（
二
〇
一
六
年
六
月
一
五
日　

川
崎
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
）

・�

長
野
県
塩
尻
市
・
辰
野
町
中
学
校
組
合
立
両
小
野
中
学
校
区
講
演
会「
ユ

ネ
ス
コ
世
界
遺
産
と
『
た
の
め
の
里
』
の
こ
こ
ろ
」（
二
〇
一
六
年
六
月

二
八
日　

両
小
野
中
学
校
）

・�

日
本
仏
学
史
学
会
特
別
講
演
会
「
江
戸
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
説
─
ゴ
ロ
ブ

ニ
ー
ン
事
件
か
ら
戊
辰
戦
争
へ
」（
二
〇
一
六
年
九
月
三
日　

東
洋
大
学
）

・�

日
比
谷
図
書
文
化
館
『
江
戸
歴
史
講
座　
「
鎖
国
」
と
「
開
国
」
の
実
像

を
読
み
解
く
（
全
２
回
）』「【
第
１
回
】
近
世
日
本
は
「
鎖
国
」
だ
っ
た
か
」

（
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
七
日　

千
代
田
区
立
日
比
谷
図
書
文
化
館
）、

「【
第
２
回
】「
開
国
」
と
は
何
か
─
ペ
リ
ー
来
航
絵
巻
か
ら
」（
二
〇
一
六

年
一
一
月
二
四
日　

千
代
田
区
立
日
比
谷
図
書
文
化
館
）

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動

・
キ
ャ
リ
ア
委
員
会
委
員

・
出
張
講
義　

神
奈
川
県
立
城
郷
高
等
学
校　

千
葉
県
立
芝
山
高
等
学
校

大
豆
生
田　

稔　

教
授

研
究
活
動

○
著
書

・�『
防
長
米
改
良
と
米
穀
検
査
─
米
穀
市
場
の
形
成
と
産
地
（
一
八
九
〇
年

代
～
一
九
一
〇
年
代
）』、単
著
、日
本
経
済
評
論
社
、二
〇
一
六
年
一
月
、

一
～
三
七
二
頁

・�『
近
江
商
人
の
酒
造
経
営
と
北
関
東
の
地
域
社
会
─
真
岡
市
辻
善
兵
衛
家

文
書
か
ら
み
た
近
世
・
近
代
』、
編
著
、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
六
年
五
月
、

一
～
二
四
七
頁
、
執
筆
は
「
は
し
が
き
」（
五
～
一
一
頁
）、
第
三
章
「
酒

造
経
営
の
展
開
」（
六
七
～
一
三
五
頁
）

○
論
文

・�「
三
菱
商
事
シ
ア
ト
ル
支
店
の
小
麦
取
引
─
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
お
け

る
日
清
製
粉
出
張
員
の
北
米
派
遣
─
」、
単
著
、『
松
山
大
学
論
集
』
第

二
八
巻
第
四
号
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
、
一
〇
三
～
一
二
五
頁

○
そ
の
他
（
コ
ラ
ム
）

・�「
近
代
日
本
の
米
輸
入
─
米
不
足
の
時
代
」、
単
著
、
歴
史
教
育
者
協
議

会『
歴
史
地
理
教
育
』第
八
四
六
号
、二
〇
一
六
年
三
月
、五
六
～
五
七
頁
。

○
調
査
研
究
活
動

・�

日
本
学
術
振
興
会
二
〇
一
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

（
Ｃ
））、「
戦
前
日
本
の
外
米
輸
入
─
米
不
足
の
構
造
と
輸
入
補
填
（
明

治
初
年
～
戦
時
の
実
証
的
・
総
合
的
研
究
）」、
研
究
代
表
者

・�

日
本
学
術
振
興
会
二
〇
一
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

（
Ｃ
））、「
近
代
日
本
勢
力
圏
下
の
市
場
統
合
と
情
報
効
率
性
の
時
変
構

造
─
内
地
・
朝
鮮
米
穀
市
場
を
中
心
に
─
」、
研
究
分
担
者

教
育
活
動

○�
学
内　

地
域
史
（
日
本
）
Ａ
①
─
近
代
日
本
の
農
業
・
農
村
（
一
八
八
〇

年
代
～
一
九
一
〇
年
代
）
─
、
地
域
史
（
日
本
）
Ｂ
①
─
近
代
日
本
の

農
業
・
農
村
─
（
一
九
二
〇
年
代
～
三
〇
年
代
）、
歴
史
学
研
究
法
Ａ
③



二
三
八

─
歴
史
学
研
究
の
方
法
─
、
歴
史
学
研
究
法
Ｂ
③
─
論
文
を
読
ん
で
み

よ
う
─
、
日
本
史
史
料
研
究
④
─
日
本
近
現
代
史
史
料
の
講
読
─
、
日

本
史
学
卒
論
演
習
⑤
─
日
本
近
現
代
史
の
卒
論
作
成
─（
以
上
、学
部
）、

日
本
史
学
特
論
Ⅴ
─
日
本
近
現
代
史
の
諸
問
題
─
、日
本
史
学
演
習
Ⅴ
、

日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅴ
、
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅴ
─
日
本
近
現
代
史
研

究
─
（
以
上
、
大
学
院
）

○�

学
外　

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ
─
産
業
化
と
市
場
（
一
八
九
〇
年

代
）
─
、
日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅳ
Ａ
─
産
業
化
と
市
場
（
一
九
〇
〇

年
前
後
～
一
九
一
〇
年
代
）
─
（
慶
応
義
塾
大
学
文
学
研
究
科
）

学
会
活
動

　

�

白
山
史
学
会
（
常
任
委
員
）、
社
会
経
済
史
学
会
（
評
議
員
）、
史
学
会
、

歴
史
学
研
究
会
、
政
治
経
済
学
・
経
済
史
学
会
、
経
営
史
学
会
、
首
都

圏
形
成
史
研
究
会
、
同
時
代
史
研
究
会
、
日
本
農
業
史
学
会
、
日
本
植

民
地
研
究
会
（
会
員
）

西　

村　

陽　

子　

准
教
授

研
究
活
動

○
論
文

・�「
絲
綢
之
路
遺
址
之
重
新
定
位
与
遺
址
数
拠
庫
之
建
立
」　

共
著
、
筆
頭

著
者　
『
陝
西
師
範
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
第
四
五
期
第
二

号
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
七
六
─
八
六
頁

・�「
唐
後
半
華
北
諸
藩
鎮
の
鉄
勒
集
団
：
沙
陀
系
王
朝
成
立
の
背
景
」　

単

著　
『
東
洋
史
研
究
』
第
七
四
巻
第
四
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
三
二
─

六
九
頁���

・�「
従
霊
武
到
代
北
：
唐
後
期
華
北
藩
鎮
中
的
鉄
勒
、
粟
特
、
党
項
」　

単
著　
『
粟
特
人
在
中
国
：
考
古
発
現
与
出
土
文
献
的
新
印
証
（
下
）』

二
〇
一
六
年
六
月
、
三
五
一
─
三
六
七
頁

・�「
デ
ィ
ジ
タ
ル
史
料
批
判
と
歴
史
学
に
お
け
る
新
発
見
」　

共
著
、
筆
頭

著
者　
『
人
工
知
能
』
第
三
一
号
、
人
工
知
能
学
会
、
二
〇
一
六
年
一
一

月
、
七
六
九
─
七
七
四
頁

・�「「
華
北
交
通
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
構
築
」　

共
著
、
筆
頭
著
者　
『
華
北

交
通
写
真
資
料
集
成�

論
考
編
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
、

三
六
－
三
七
頁

・�“A
�new

�m
ethod�for�re-identifying�ancient�excavated�

structures�on�the�Silk�Road:�the�case�of�K
ocho”

共
著
、
筆
頭

著
者　

T
he R

uins of K
ocho: T

races of W
ooden A

rchitecture 
on the A

ncient Silk R
oad,�M

useum
�für�A

siatische�K
unst�:�

Staatliche�M
useen�zu�Berlin,�D

ec.�2016,�pp.�59-68.�

○
講
演

・�“D
igital�C

riticism
�Platform

�for�E
vidence-based�D

igital�
H

um
anities�w

ith�A
pplications�to�H

istorical�Studies�of�Silk�
Road”�　

共
著　

D
igital�H

um
anities�2016,�K

raków
,�Jun.�2016.

・�「
華
北
交
通
ア
ー
カ
イ
ブ
：
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
と
地
理
学
的
分
析
」　

単
著　

東
亜
論
壇2016

：
華
東
師
範
大
学
学
術
交
流
会
、
上
海
、
華
東

師
範
大
学
、
二
〇
一
六
年
九
月
三
日



二
三
九

・�「
利
用
絲
綢
之
路
遺
址
数
據
庫
比
定
吐
魯
番
遺
址
之
深
化
：
以
木
頭
溝

遺
址
為
例
」　

共
著
、
筆
頭
著
者　“

M
arco�Polo�and�the�Silk�Road�

(10th-14th�Centuries)�”
,�pp.�233-247,��International�A

cadem
y�

for�China�Studies,�Peking�U
niversity,�N

ov.�20.�2016.

○
そ
の
他

・�「
華
北
交
通
ア
ー
カ
イ
ブ
」、http://codh.rois.ac.jp/north-china-

railw
ay/　

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
が
所
蔵
す
る
華
北
交
通
の
弘

報
用
ス
ト
ッ
ク
フ
ォ
ト
（
華
北
交
通
写
真
）
を
華
北
交
通
が
事
業
を
行
っ

て
い
た
交
通
網
と
リ
ン
ク
さ
せ
、
写
真
の
テ
ー
マ
や
撮
影
場
所
か
ら
華

北
交
通
の
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
版

・�

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
「
戦
前
・
戦
中
の
中
国
北
部
の
様
子
を
伝
え
る
「
華

北
交
通
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
公
開
～
宣
伝
活
動
用
写
真
と
交
通
網
デ
ー
タ

を
リ
ン
ク
し
た
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
～
」、http://w

w
w

.nii.ac.jp/
new

s/2016/1129/　

国
立
情
報
学
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
一
一
月

二
九
日

・�「「
補
史
」
か
ら
「
再
構
築
」
へ�:�

敦
煌
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
と
中
国
中
世

史
研
究
」　

栄
新
江
著
、
西
村
陽
子
訳　
『
敦
煌
写
本
研
究
年
報
』
第
十

号
（
第
二
分
冊
）�

二
〇
一
六
年
三
月
、
二
四
三
─
二
五
二
頁

・�「
漢
和
堂
蔵
「
裴
岑
碑
」
旧
拓
考
」　

朱
玉
麒
著
、
劉
怡
訳
、
西
村
陽
子

監
訳　
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
近
代
日
本
の
邂
逅
』
二
〇
一
六
年
三
月
、

一
五
〇
─
一
六
九
頁

○
授
賞

・�

陝
西
師
範
大
学
学
報
二
〇
一
六
年
優
秀
論
文
賞　

受
賞
者
：
西
村
陽
子
、

北
本
朝
展　

二
〇
一
六
年
一
二
月

○
調
査
活
動

・�

日
本
学
術
振
興
会
：
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
地
図
史

料
批
判
に
基
づ
く
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
探
険
隊
資
料
の
統
合
と
遺
跡
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
築
」（
研
究
代
表
者
）

・�

日
本
学
術
振
興
会
：
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
デ
ジ
タ
ル

史
料
批
判
：
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
人
文
情
報
学
の
た
め
の
連
結
指
向
型

研
究
基
盤
」（
研
究
分
担
者
）

○
社
会
貢
献
活
動

・�「
秘
蔵
写
真　

伝
え
た
か
っ
た
中
国
・
華
北
─
─
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
所
蔵
華
北
交
通
写
真
─
─
」、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｉ
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
・
日
本
カ

メ
ラ
博
物
館
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
九
日-

十
二
月
二
五
日　

展
示
協

力
学
会
活
動

　

�

白
山
史
学
会
、
史
学
会
、
白
東
史
学
会
、
唐
代
史
研
究
会
、
情
報
処
理

学
会

教
育
活
動

　
�［

学
部
］
歴
史
学
研
究
法
Ａ
・
Ｂ
⑤
、
東
洋
史
概
説
、
東
洋
史
概
説
Ａ
・

Ｂ
、
東
洋
史
学
演
習
④
、
東
洋
史
学
卒
論
演
習
①
［
大
学
院
］
東
洋
史

学
特
論
Ⅰ
、
東
洋
史
学
演
習
Ⅰ
、
東
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅰ
、
東
洋
史
学

研
究
指
導
Ⅰ



二
四
〇

社
会
的
活
動

・
情
報
処
理
学
会�

Ｃ
Ｈ
研
究
会�

運
営
委
員

・
人
文
系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
協
議
会�

会
員

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
委
員

・
史
学
科
海
外
研
修
担
当
、
台
湾
研
修
引
率

千　

葉　

正　

史　

教
授

研
究
活
動

○
論
文

・�「
中
華
民
国
元
年
五
月
に
お
け
る
川
漢
鉄
路
公
司
株
主
会
の
国
有
化
決

議
─
保
路
運
動
後
の
四
川
鉄
道
国
有
化
問
題
に
関
す
る
新
史
料
の
紹
介

と
分
析
─
」
単
著
、『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
六
九
集
史
学
科
篇
第

四
一
号
、
二
〇
一
六
年
二
月
二
七
日
、
一
六
五
～
一
九
〇
頁
。

・�「
日
清
戦
争
後
の
漕
運
廃
止
検
討
過
程
を
め
ぐ
る
考
察
─
張
之
洞
の
廃
止

論
と
盧
漢
鉄
路
建
設
─
」
単
著
、
高
橋
継
男
教
授
古
稀
記
念
東
洋
大
学

東
洋
史
論
集
編
集
委
員
会
編
『
高
橋
継
男
教
授
古
稀
記
念
東
洋
大
学
東

洋
史
論
集
』、
東
洋
大
学
文
学
部
史
学
科
東
洋
史
研
究
室
、 

汲
古
書
院
発

売
、
二
〇
一
六
年
三
月
一
九
日
、
五
七
一
～
五
九
八
頁
。

○
そ
の
他

・�

公
開
講
演
会
記
録
「
満
洲
に
お
け
る
中
国
の
鉄
道
─
─
清
末
・
民
国
時

期
の
京
奉
鉄
路
」
単
著
、『
善
隣
』
第
四
六
五
号
、
国
際
善
隣
協
会
、

二
〇
一
六
年
三
月
一
日
、
一
〇
～
一
七
頁
。

・�「
交
通
運
輸
」
単
著
、『
中
国
年
鑑
２
０
１
６
』、
一
般
社
団
法
人
中
国
研

究
所
、
二
〇
一
六
年
五
月
二
七
日
、
三
四
〇
～
三
四
三
頁
。

・�

書
評
「
薛
軼
群
『
近
代
中
国
の
電
信
建
設
と
対
外
交
渉
─
国
際
通
信
を

め
ぐ
る
多
国
間
協
調
・
対
立
関
係
の
変
容
』」
単
著
、『
中
国
研
究
月
報
』

第
七
〇
巻
第
一
〇
号
、
一
般
社
団
法
人
中
国
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
十

月
二
五
日
、
四
〇
～
四
一
頁
。

学
会
活
動

　

�

白
山
史
学
会
（
会
長
（
～
二
〇
一
六
年
六
月
）、
常
任
委
員
）、
鉄
道
史

学
会
（
理
事
（
～
二
〇
一
六
年
九
月
）、
評
議
員
）、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

史
学
会
（
委
員
）、
史
学
会
、
社
会
経
済
史
学
会
、
東
洋
史
研
究
会
、
歴

史
学
会

教
育
活
動

○�

学
内　

史
学
概
論
、
東
洋
史
史
料
研
究
②
、
歴
史
学
研
究
法
Ａ
・
Ｂ
⑥
、

東
洋
史
学
卒
論
演
習
②
、
日
本
史
学
卒
論
演
習
④
（
以
上
、
学
部
）

　

�

東
洋
史
学
特
論
Ⅱ
、
東
洋
史
学
演
習
Ⅱ
、
東
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
、
東

洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
以
上
、
大
学
院
）

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動

　
�

自
己
点
検
・
評
価
活
動
推
進
委
員
会
委
員
、
文
学
部
自
己
点
検
・
評
価

委
員
会
委
員
長
、
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
運
営
委
員



二
四
一

髙　

畠　

純　

夫　

教
授

研
究
活
動

○
訳
・
註
解

　

�

髙
畠
純
夫
「
ア
イ
ネ
イ
ア
ス
『
攻
城
論
』
─
─
訳
お
よ
び
註
解
─
─

（
４
）」、『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要　

史
学
科
篇
』
四
一
号
、二
四
八
（
１
）

─
一
九
一
（
58
）
頁
、
二
〇
一
六
年
二
月

○
論
文

　

�

髙
畠
純
夫
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
戦
争
─
─
重
装
歩
兵
を
め
ぐ
る

二
つ
の
問
題
─
─
」『
世
界
史
の
研
究
』（
山
川
出
版
社
）
六
九
六
、五
八

─
六
一
頁
、
二
〇
一
六
年
八
月

学
会
活
動

　

�

白
山
史
学
会
（
常
任
委
員
）、
史
学
会
（
理
事
〈
編
集
担
当
〉、
大
会
実

行
委
員
）、
西
洋
古
典
学
会
、
古
代
世
界
研
究
会
（
委
員
）

教
育
活
動

○
学
内

　

�

地
域
史
（
西
洋
）、
歴
史
学
研
究
法
、
西
洋
史
学
卒
論
演
習
①
（
以
上
、

学
部
）、
西
洋
史
学
特
論
Ｉ
、
西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ｉ
、
西
洋
史
学
研
究

指
導
Ｉ
、
西
洋
史
学
演
習
Ｉ
、
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ｉ
（
以
上
、
大
学
院
）

　

�

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
特
別
講
演
会
「
ロ
ー
マ
都
市
の
で
き
か
た
」、
二
〇
一
六

年
一
月

社
会
的
活
動

○
講
師

・�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
わ
さ
き
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
４
回
「
地
中
海
世
界
の
歴
史

─
古
代
編
」

・�

東
洋
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
「
坂
口
安
吾
と
現
代
」
１
回
「
古

代
ギ
リ
シ
ア
史
家
の
見
た
安
吾
」

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動

　

大
学
院
文
学
研
究
科
科
長
、
体
育
協
議
会
委
員

鈴　

木　

道　

也　

教
授

研
究
活
動

○
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト

・�「
大
学
に
お
け
る
世
界
史
教
育
の
現
状
と
課
題
（
１
）
世
界
史
学
習
に
関

す
る
大
学
生
た
ち
の
意
識
調
査
」
共
著　

二
○
一
六
年
三
月
『
岩
手
県

立
大
学
盛
岡
短
期
大
学
部
研
究
論
集
』
一
八
号
（
六
五
～
七
一
頁
）

・�「
世
界
史
履
修
に
関
す
る
短
大
生
の
意
識
調
査
」
共
著　

二
○
一
六
年
三

月
『
岩
手
県
立
大
学
盛
岡
短
期
大
学
部
研
究
論
集
』
一
八
号
（
五
九
～

六
四
頁
）

・�「
特
集
《
古
典
再
読
》
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
著
『
封
建
社
会
』
再
読
」
単

著　

二
〇
一
六
年
六
月
三
〇
日
『
西
洋
史
学
』
第
二
六
一
号
（
七
三
～

七
七
頁
）

○
学
会
報
告

・�「Les�fem
m

es�et�le�pouvoir�politique�aux�X
IIe-X

IIIe�siècles:�
les�principautés�de�la�France�de�l’�Est

」
パ
ト
リ
ッ
ク
・
コ
ル
ベ



二
四
二

教
授
講
演
会
コ
メ
ン
ト
、
二
〇
一
六
年
三
月
一
四
日
（
於
：
青
山
学
院

大
学
）

○
調
査
活
動

・�

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））（
一
般
）「
中

世
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
政
治
文
化　

カ
ペ
ー
・
ヴ
ァ
ロ
ワ
両
王
朝
期
の
知

識
人
と
そ
の
作
品
」
研
究
代
表
者

・�

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
））（
一
般
）「
中

世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
に
お
け
る
統
治
理
念
と
社
会
制
度
の
比
較
的
統
合

の
研
究
」
研
究
分
担
者

学
会
活
動

　

�

白
山
史
学
会
、
西
洋
中
世
学
会
（
常
任
委
員
・
事
務
局
次
長
）、
西
洋
史

研
究
会
（
評
議
員
）、
日
本
西
洋
史
学
会
、
史
学
会
、
東
北
史
学
会
、

T
he�M

edieval�Chronicle�Society

、
日
仏
歴
史
学
会
（
会
員
）�

教
育
活
動

○�

学
内　

西
洋
史
概
説
Ａ
、
西
洋
史
概
説
Ｂ
、
西
洋
史
学
特
講
④
、
西
洋

史
史
料
研
究
②
、
西
洋
史
学
卒
論
演
習
②
（
以
上
、
学
部
）、
西
洋
史
学

特
論
Ⅱ
Ａ
、
西
洋
史
学
特
論
Ⅱ
Ｂ
、
西
洋
史
学
演
習
Ⅱ
Ａ
、
西
洋
史
学

演
習
Ⅱ
Ｂ
、
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
、
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ｂ
、

西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
、西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ｂ
（
以
上
、大
学
院
）

○
学
外　

駒
澤
大
学
（
非
常
勤
講
師
）
外
国
史
各
説

社
会
的
活
動

・�

全
国
歴
史
教
育
研
究
会
埼
玉
県
大
会
指
導
助
言
者
（「
歴
史
的
思
考
力
を

育
む
授
業
お
よ
び
考
査
・
評
価
の
あ
り
方
を
考
え
る
」）

・�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
青
山
教
室
講
師
（「
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
と
現

代
社
会
～
文
化
と
歴
史
～
」）

・�

放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
面
接
授
業
講
師
（「
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社

会
と
写
本
文
化
」）

・�

大
垣
市
か
が
や
き
市
民
講
座
講
師
、
館
林
市
分
福
公
民
館
公
開
講
座
講

師
（「
世
界
遺
産
を
考
え
る
」）

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動

・
学
科
長

村　

田　

奈
々
子　

准
教
授

研
究
活
動

○
論
文

・�「
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
創
始
者
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ベ
ル
タ
ン

─

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
才
能
の
ひ
と
つ
の
か
た
ち
」、
単
著
、『
子
ど
も
と
発
育

発
達
』
第
一
三
巻
四
号
、
二
〇
一
六
年
一
月
一
日
、
二
五
一
～
二
五
五

頁
・�「
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
始
ま
り

─
普
遍
的
理
念
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
せ
め
ぎ
合
い
」、
単
著
、
橋
場
弦
・
村
田
奈
々
子
編
『
学
問
と
し
て
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
七
月
二
〇
日
、
一
九
五

～
二
四
二
頁

○
研
究
会
発
表

・�「
低
迷
す
る
ギ
リ
シ
ア
の
現
状
」『
一
橋
地
中
海
研
究
会
』
於
：
一
橋
大



二
四
三

学　

二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
日

○
調
査
活
動

・�

日
本
学
術
振
興
会
二
〇
一
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

（
Ａ
））、「
地
中
海
世
界
に
お
け
る
市
民
の
危
機
対
応
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」研
究
分
担
者〔
研
究
代
表
者
・
大
月
康
弘（
一
橋
大
学
）〕

学
会
活
動

　

�

白
山
史
学
会
、
日
本
西
洋
史
学
会
、
史
学
会
、
日
本
中
東
学
会
、
日
本

政
治
学
会
、
地
中
海
学
会
、
東
欧
史
研
究
会
（
編
集
委
員
）

教
育
活
動

○�

学
内　

歴
史
の
諸
問
題
Ａ
Ｂ
、
歴
史
学
研
究
Ａ
Ｂ
、
西
洋
史
学
演
習
、

西
洋
史
学
卒
論
演
習
、
歴
史
学
基
礎
演
習
、
歴
史
学
研
究
法
Ａ
Ｂ
（
以

上
、学
部
）
西
洋
史
学
演
習
Ⅲ
、西
洋
史
学
特
論
Ⅲ
、文
献
研
究
（
以
上
、

大
学
院
）

社
会
的
活
動

○
雑
文

・�「
ギ
リ
シ
ャ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
隔
て
る
も
の

─
ギ
リ
シ
ャ
発
ユ
ー
ロ
危

機
を
歴
史
か
ら
読
み
解
く
」『
學
士
会
会
報
』
九
一
六
号
、
五
二
─
五
五

頁
・�『
デ
ー
リ
ー
東
北
』「
私
見
創
見
」
欄
に
二
〇
一
五
年
一
月
～
一
二
月
に

五
週
に
一
回
（
計
九
回
）
エ
ッ
セ
イ
寄
稿

○
講
演

・�「
ギ
リ
シ
ア
か
ら
み
た
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
一
般
社
団
法
人
日
本
交
通

協
会
主
催　

於
：
新
国
際
ビ
ル
日
本
交
通
協
会
（
有
楽
町
）、
二
〇
一
六

年
四
月
一
五
日

・�「
道
を
開
く
勇
気
」
青
森
県
立
八
戸
高
等
学
校
主
催
文
化
講
演
会　

於
：

青
森
県
立
八
戸
高
等
学
校
、
二
〇
一
六
年
九
月
二
三
日

大
学
・
学
部
・
管
理
活
動

　

入
試
委
員
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員

後　

藤　

は
る
美　

講
師

研
究
活
動

○
論
文

・�「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
な
か
の
礫
岩
─
─
一
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
法
の
合
同
論
」
古
谷
大
輔
・
近
藤
和
彦
編
『
礫
岩
の
よ
う

な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、
一
五
八
～
一
七
一
頁

・�「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
陰
謀
事
件
と
革
命
の
記
憶
」
道
重
一
郎
編
『
英
国
を
知

る
』
同
学
社
、
二
〇
一
六
年
、
一
三
～
三
二
頁

・�〔
翻
訳
〕
Ｈ
・
Ｇ
・
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
バ
ー
ガ
「
複
合
国
家
・
代
表
議
会
・
ア

メ
リ
カ
革
命
」
古
谷
大
輔
・
近
藤
和
彦
『
礫
岩
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』

山
川
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、
二
六
～
五
四
頁

○
国
際
セ
ミ
ナ
ー

・�
企

画
、「A

�C
onglom

erate�E
urope:�R

ethinking�the�E
arly�

M
odern�European�States

」於
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
シ
ド
ニ
・
サ
セ
ッ

ク
ス
学
寮
、
二
〇
一
六
年
八
月
一
七
～
一
八
日

○
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト



二
四
四

・�
研
究
代
表
者
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
Ｂ
）「
王
政
復
古
期
イ
ギ
リ

ス
に
お
け
る
臣
民
と
市
民
」（
二
〇
一
三
～
二
〇
一
六
年
度
）

・�

研
究
分
担
者
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
Ｂ
）「
歴
史
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
複
合
政
体
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
関
す
る
国
際
比
較
研
究
」（
研

究
代
表
者
・
古
谷
大
輔
〔
大
阪
大
学
〕、
二
〇
一
三
～
二
〇
一
六
年
度
）

・�

研
究
分
担
者
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
Ｂ
）「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ニ
ズ
ム
と
秩
序
形
成
」（
研
究
代
表
者
・
勝
田
俊
輔
〔
東
京
大
学
〕、

二
〇
一
四
～
二
〇
一
七
年
度
）

学
会
活
動

　

�

白
山
史
学
会
、
史
学
会
、
西
洋
史
学
会
、
都
市
史
学
会

教
育
活
動

　

�

学
内　

英
語
Ⅰ
Ｂ
⑤
⑥
⑦
、
西
洋
史
学
史
料
研
究
③
、
西
洋
史
学
卒
論

演
習
④

　

�

ス
ロ
ベ
ニ
ア
・
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ー
ナ
大
学
短
期
海
外
研
修
引
率（
二
〇
一
七

年
二
～
三
月
）

　

�

学
外　

国
際
基
督
教
大
学
（
非
常
勤
講
師
）　

西
洋
史
Ⅰ

　

�

日
本
女
子
大
学
大
学
院
（
非
常
勤
講
師
）　

西
洋
西
洋
史
特
殊
研
究
Ⅲ
─

２
（
西
洋
近
代
史
特
論
）

大
学
・
学
部
・
管
理
活
動

　

外
国
語
委
員
、
予
算
委
員

植　

野　

真　

澄　

助
教

研
究
活
動

○
論
文

・�「
現
代
日
本
に
お
け
る
ミ
リ
タ
リ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
計
量
的
分
析
」�

共
著
（
吉
田
純
・
ミ
リ
タ
リ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
研
究
会
（
高
橋
三
郎
、�

島
田
真
杉
、
伊
藤
公
雄
、
高
橋
由
典
、
吉
田
純
、
新
田
光
子,�

河
野
仁
、

植
野
真
澄
）、『
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
』
一
九
、
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・

環
境
学
研
究
科
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
刊
行
会
、
二
〇
一
六
年
三
月

○
史
料
紹
介
等

・�『
空
襲
被
災
者
運
動
関
連
資
料
目
録
１
』
共
著
（
大
岡
聡
、
植
野
真
澄
、

山
辺
昌
彦
、
赤
澤
史
朗
、
松
田
英
里
）、
政
治
経
済
研
究
所
付
属
東
京
大

空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
戦
争
災
害
研
究
室
、
二
〇
一
六
年
三
月

・�『
空
襲
被
災
者
運
動
関
連
資
料
目
録
２
』
共
著
（
大
岡
聡
、
植
野
真
澄
、

山
辺
昌
彦
、
赤
澤
史
朗
、
松
田
英
里
）
政
治
経
済
研
究
所
付
属
東
京
大

空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
戦
争
災
害
研
究
室
、
二
〇
一
六
年
九
月

・�「
博
物
館
実
習
を
終
え
て
：
二
〇
一
五
年
度
博
物
館
実
習
報
告
」
単
著
、

『
東
洋
大
学
博
物
館
学
年
報
』
二
八
、二
〇
一
六
年
三
月

○
学
会
報
告

・�「
白
衣
募
金
者
の
実
態
調
査
に
見
る
傷
痍
軍
人
の
戦
後
」
社
会
事
業
史
学

会
第
四
四
回
大
会
自
由
論
題
報
告
（
石
巻
専
修
大
学
）、
二
〇
一
六
年
五

月
一
四
日

○
調
査
活
動



二
四
五

・�「
近
代
日
本
の
傷
痍
軍
人
の
実
態
に
関
す
る
歴
史
学
的
基
礎
研
究
」
科
研

費
若
手
研
究
（
Ｂ
）、
研
究
代
表
者

・�「
戦
後
都
市
社
会
に
お
け
る
空
襲
被
災
者
運
動
の
歴
史
学
的
研
究
」
科
研

費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）、
研
究
分
担
者

・�「
現
代
日
本
に
お
け
る
軍
事
文
化
に
関
す
る
社
会
学
的
基
礎
研
究
」
科
研

費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）、
研
究
分
担
者

学
会
活
動

　

�

白
山
史
学
会
、
社
会
事
業
史
学
会
、
同
時
代
史
学
会
、
軍
事
史
学
会
、

日
本
史
研
究
会
、
史
学
会
（
い
ず
れ
も
会
員
）

教
育
活
動

　

�（
学
内
）
博
物
館
概
論
、
博
物
館
資
料
論
、
博
物
館
展
示
論
、
博
物
館
実

習
Ⅱ
、
日
本
史
学
演
習
（
通
年
）

　

�（
学
外
）（
日
本
映
画
大
学
）
博
物
館
概
論
、
博
物
館
展
示
論

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動

　

東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
博
物
館
運
営
委
員
会
委
員



二
四
六

二
〇
一
六
年
度
文
学
部
史
学
科
講
義
題
目
　
　

歴
史
学
入
門�

教　

授　
　

鈴　

木　

道　

也

日
本
史
概
説
─
Ａ･

Ｂ�

日
本
に
お
け
る
中
世
の
成
立
と
統
一
政
権
の
出
現
─　
　

�

教　

授　
　

神　

田　

千　

里

東
洋
史
概
説
─
Ａ･
Ｂ�
中
国
古
代
文
明
の
成
立
か
ら
唐
宋
王
朝
ま
で
─�

准
教
授　
　

西　

村　

陽　

子

西
洋
史
概
説
─
Ａ･
Ｂ�
春
学
期
：
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
基
本
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
学
期
：
フ
ラ
ン
ス
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ�

ー
映
画
で
た
ど
る
フ
ラ
ン
ス
史
─
─

�

教　

授　
　

鈴　

木　

道　

也

歴
史
学
研
究
法
①
─
Ａ･

Ｂ�

史
料
・
文
献
に
親
し
む
─��

教　

授　
　

神　

田　

千　

里

　
　
　

同　
　

②
─
Ａ･

Ｂ�

歴
史
学
へ
の
招
待
及
び
日
本
近
世
古
文
書
史
料
の
解
読
─　

�

教　

授　
　

白
川
部　

達　

夫

　
　
　

同　
　

③
─
Ａ･

Ｂ�

歴
史
学
研
究
の
方
法
─�

�

教　

授　
　

大
豆
生
田　
　

稔

　
　
　

同　
　

⑤
─
Ａ･

Ｂ�

歴
史
学
研
究
入
門
（
東
洋
史
、
中
国
前
近
代
史
）：
中
国
史
の
研
究
方
法
─�

准
教
授　
　

西　

村　

陽　

子

　
　
　

同　
　

⑥
─
Ａ･

Ｂ�

歴
史
学
と
は
ど
の
よ
う
な
学
問
な
の
か
、
そ
の
基
礎
的
方
法
を
学
ぼ
う
─��

教　

授　
　

千　

葉　

正　

史

　
　
　

同　
　

⑦
─
Ａ･

Ｂ�

レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
み
る
─�

教　

授　
　

髙　

畠　

純　

夫

　
　
　

同　
　

⑧
─
Ａ･

Ｂ�

歴
史
研
究
の
方
法
論
を
学
ぶ
─�

准
教
授　
　

村　

田　

奈
々
子

日
本
史
史
料
研
究
①
─
日
本
古
代
史
の
史
料
読
解
方
法
を
学
ぶ
─��

教　

授　
　

森　
　
　

公　

章

　
　
　

同　
　
　

②
─
中
世
史
料
・
論
文
を
読
む
─　

�

教　

授　
　

神　

田　

千　

里

　
　
　

同　
　
　

③
─
近
世
村
落
文
書
を
読
む
─�

�

教　

授　
　

白
川
部　

達　

夫

　
　
　

同　
　
　

④
─
日
本
近
現
代
史
史
料
の
講
読
─�

教　

授　
　

大
豆
生
田　
　

稔



二
四
七

東
洋
史
史
料
研
究
①
─
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
の
英
訳
の
講
読
─�

講
師
（
兼
）
柴　

山　
　
　

滋

　
　
　

同　
　
　

②
─
中
国
史
関
連
文
献
史
料
の
基
礎
学
習
─�

教　

授　
　

千　

葉　

正　

史

西
洋
史
史
料
研
究
①
─
ア
テ
ナ
イ
法
廷
弁
論
の
世
界
─�

教　

授　
　

髙　

畠　

純　

夫

　
　
　

同　
　
　

②
─
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
史
料
を
読
み
、
考
え
、
理
解
す
る
─�

�

教　

授　
　

鈴　

木　

道　

也�

　
　
　

同　
　
　

③
─
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
史
料
を
読
み
、
考
え
、
理
解
す
る
─��

講　

師　
　

後　

藤　

は
る
美

史
学
概
論
─
歴
史
学
と
は
何
か
を
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
見
た
史
学
史
の
展
開
過
程
よ
り
考
察
す
る
─�

教　

授　
　

千　

葉　

正　

史

日
本
史
学
卒
論
演
習
①　

─
日
本
古
代
史
の
研
究
方
法
─��

教　

授　
　

森　
　
　

公　

章

　
　
　

同　
　
　
　

②　

─
日
本
中
世
史
の
諸
問
題
─�

教　

授　
　

神　

田　

千　

里

　
　
　

同　
　
　
　

③　

─
近
世
史
の
諸
問
題
─�

教　

授　
　

白
川
部　

達　

夫

　
　
　

同　
　
　
　

④　

─
日
本
近
現
代
史
の
卒
論
作
成
指
導
─�

教　

授　
　

千　

葉　

正　

史

　
　
　

同　
　
　
　

⑤　

─
日
本
近
現
代
史
の
卒
論
作
成
─�

教　

授　
　

大
豆
生
田　
　

稔

　
　
　

同　
　
　
　

⑥　

─
幕
末
維
新
史
お
よ
び
近
世
・
近
代
の
国
際
政
治
関
係
や
画
像
史
料
の
諸
問
題
─　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

教　

授　
　

岩　

下　

哲　

典

東
洋
史
学
卒
論
演
習
①
─
中
国
前
近
代
史
卒
論
作
成
─�

准
教
授　
　

西　

村　

陽　

子

　
　
　

同　
　
　
　

②
─
東
ア
ジ
ア
近
世
・
近
現
代
史
の
卒
論
作
成
指
導
─��

教　

授　
　

千　

葉　

正　

史

　
　
　

同　
　
　
　

③
─
ア
ジ
ア
史
の
諸
問
題
─�

講
師
（
兼
）
栗　

山　

保　

之

西
洋
史
学
卒
論
演
習
①
─
卒
業
論
文
作
成
─�

教　

授　
　

髙　

畠　

純　

夫

　
　
　

同　
　
　
　

②
─
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
卒
論
を
書
く
た
め
に
─�

教　

授　
　

鈴　

木　

道　

也

　
　
　

同　
　
　
　

③
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
現
代
史
研
究
─�

准
教
授　
　

村　

田　

奈
々
子



二
四
八

　
　
　

同　
　
　
　

④
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
史
専
攻
の
た
め
の
卒
論
作
成
法
─�

講　

師　
　

後　

藤　

は
る
美

日
本
史
学
演
習
①
─
『
日
本
書
紀
』
推
古
紀
と
舒
明
紀
の
講
読
─�

講
師
（
兼
）
酒　

寄　

雅　

志

　
　
　

同　
　

②
─
摂
関
期
の
史
料
を
読
む
─�

講
師
（
兼
）
有　

富　

純　

也

　
　
　

同　
　

③
─
『
吾
妻
鏡
』
講
読
─�

講
師
（
兼
）
髙　

槗　

典　

幸

　
　
　

同　
　

④
─
十
四
─
十
六
世
紀
日
本
・
琉
球
の
対
外
関
係
─�

講
師
（
兼
）
中　

島　
　
　

敬

　
　
　

同　
　

⑤
─
江
戸
の
町
触
を
よ
む
─�

講
師
（
兼
）
松　

本　

剣
志
郎

　
　
　

同　
　

⑥
─
『
会
津
藩
家
世
実
紀
』
を
読
む
─�

講
師
（
兼
）
小　

池　
　
　

進

　
　
　

同　
　

⑦
─
近
現
代
日
本
の
史
料
を
読
み
活
用
す
る
─�

講
師
（
兼
）
中　

村　

崇　

高

　
　
　

同　
　

⑧
─
昭
和
陸
軍
の
軌
跡
─�

講
師
（
兼
）
渡　

辺　
　
　

新

　
　
　

同　
　

⑨
─
昭
和
前
期
の
政
治
と
社
会
を
最
新
の
文
献
を
も
と
に
読
み
解
く
─�

講
師
（
兼
）
内　

藤　

一　

成

　
　
　

同　
　

⑩
─
近
世
─
近
代
の
く
ず
し
字
史
料
の
読
解
─�

講
師
（
兼
）
井　

奥　

成　

彦

　
　
　

同　
　

⑪
─
近
現
代
日
本
史
に
関
す
る
史
料
調
査
の
方
法
の
修
得
と
実
践
─�

助　

教　
　

植　

野　

真　

澄

東
洋
史
学
演
習
①
─
南
ア
ジ
ア
史
の
特
質
─�

�

講
師
（
兼
）
石　

川　
　
　

寛

　
　
　

同　
　

②�

本　

年　

度　

休　

講

　
　
　

同　
　

③
─
中
国
古
代
史
研
究
に
必
要
な
漢
文
史
料
読
解
の
方
法
を
学
ぶ
─��

講
師
（
兼
）
鈴　

木　

直　

美�

　
　
　

同　
　

④
─
『
旧
唐
書
』
本
紀
の
講
読
─�

准
教
授　
　

西　

村　

陽　

子

　
　
　

同　
　

⑤
─
清
朝
文
献
史
料
の
研
究
─��

講
師
（
兼
）
石　

橋　

崇　

雄

　
　
　

同　
　

⑥
─
ア
ジ
ア
史
の
諸
問
題
─�

講
師
（
兼
）
栗　

山　

保　

之

西
洋
史
学
演
習
①
─
初
期
ハ
ス
モ
ン
朝
の
研
究
─�

講
師
（
兼
）
三
津
間　

康　

幸



二
四
九

　
　
　

同　
　

②
─
英
語
で
読
む
古
代
ロ
ー
マ
史
─�

講
師
（
兼
）
松　

原　

俊　

文

　
　
　

同　
　

③
─
ビ
ザ
ン
ツ
の
歴
史
と
歴
史
叙
述
─�

講
師
（
兼
）
都　

甲　

裕　

文

　
　
　

同　
　

④
─
歴
史
と
社
会
理
論
─�

講
師
（
兼
）
猪　

刈　

由　

紀

　
　
　

同　
　

⑤
─
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
演
習
─�

講
師
（
兼
）
坂　

野　

正　

則

　
　
　

同　
　

⑥
─
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
政
治
文
化
─��

講
師
（
兼
）
正　

木　

慶　

介

　
　
　

同　
　

⑦
─
近
現
代
ギ
リ
シ
ア
史
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
を
学
ぶ
─��

准
教
授　
　

村　

田　

奈
々
子

日
本
史
学
特
講
①
─
古
代
寺
院
の
成
立
と
展
開
─��

講
師
（
兼
）
岡　

本　

東　

三

　
　
　

同　
　

②
─
地
方
豪
族
の
歴
史
を
探
究
す
る
─�

教　

授　
　

森　
　
　

公　

章

　
　
　

同　
　

③
─
日
本
古
代
の
神
話
と
神
祇
祭
祀
─�

講
師
（
兼
）
有　

富　

純　

也

　
　
　

同　
　

④
─
天
下
一
統
─�

講
師
（
兼
）
柴　
　
　

裕　

之

　
　
　

同　
　

⑤�

講
師
（
兼
）
細　

川　

重　

男

　
　
　

同　
　

⑥
─
近
世
都
市
論
─�

講
師
（
兼
）
松　

本　

剣
志
郎

　
　
　

同　
　

⑦
─
近
世
社
会
の
成
立
と
展
開
─�

講
師
（
兼
）
落　

合　
　
　

功

　
　
　

同　
　

⑧
─
近
現
代
史
の
諸
問
題
─
軍
隊
・
徴
兵
制
・
史
料
論
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
─
─�

講
師
（
兼
）
中　

村　

崇　

高

　
　
　

同　
　

⑨
─
論
壇
か
ら
戦
後
を
読
み
解
く
─�

講
師
（
兼
）
渡　

辺　
　
　

新

東
洋
史
学
特
講
①�

本　

年　

度　

休　

講

　
　
　

同　
　

②
─
ア
ジ
ア
に
お
け
る
訴
訟
の
比
較
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
一
三
世
紀
中
国
の
訴
訟
社
会
を
基
点
と
し
て
─
─��

�

講
師
（
兼
）
石　

川　

重　

雄

　
　
　

同　
　

③
─
宋
代
軍
事
制
度
の
問
題
と
軍
隊
改
革
─�

�

講
師
（
兼
）
大　

室　

智　

人



二
五
〇

　
　
　

同　
　

④�

本　

年　

度　

休　

講

　
　
　

同　
　

⑤�

本　

年　

度　

休　

講

　
　
　

同　
　

⑥�

本　

年　

度　

休　

講

　
　
　

同　
　

⑦
─
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
史
の
概
観
─��

講
師
（
兼
）
柴　

山　
　
　

滋

西
洋
史
学
特
講
①
─
新
ア
ッ
シ
リ
ア
帝
国
か
ら
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
時
代
に
か
け
て
の
オ
リ
エ
ン
ト
史
─�

講
師
（
兼
）
三
津
間　

康　

幸

　
　
　

同　
　

②
─
ロ
ー
マ
社
会
史
研
究
の
最
前
線
─�

講
師
（
兼
）
井　

上　

秀
太
郎

　
　
　

同　
　

③
─
ビ
ザ
ン
ツ
史
入
門
─�

講
師
（
兼
）
都　

甲　

裕　

文

　
　
　

同　
　

④
─
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
と
写
本
文
化　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
前
近
代
の
メ
デ
ィ
ア
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
─
─��

教　

授　
　

鈴　

木　

道　

也

　
　
　

同　
　

⑤
─
近
世
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
と
社
会
─�

講
師
（
兼
）
坂　

野　

正　

則

　
　
　

同　
　

⑥
─Politics�in�British�society,�1760-1832

─�

講
師
（
兼
）
正　

木　

慶　

介

　
　
　

同　
　

⑦
─
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
見
る
二
十
世
紀
の
歴
史
─�

講
師
（
兼
）
篠　

原　
　
　

琢�

古
文
書
学
Ⅰ�

Ａ
・
Ｂ　

─
古
代
・
中
世
の
古
文
書
の
様
式
を
学
ぶ
─�

講
師
（
兼
）
池　

田　

美
千
子

古
文
書
学
Ⅱ�

Ａ
・
Ｂ　

─
江
戸
時
代
の
村
落
古
文
書
の
構
造
を
知
る
。
実
際
の
古
文
書
を
読
む
。
─�

講
師
（
兼
）
斉　

藤　
　
　

司

法
制
史
（
日
本
）
Ａ･

Ｂ
─
植
民
地
に
お
け
る
法
と
慣
習
─�

講
師
（
兼
）
後　

藤　

武　

秀

法
制
史
（
東
洋
）
Ａ･

Ｂ
─
伝
統
中
国
法
の
発
達
と
そ
の
特
徴
─�

講
師
（
兼
）
後　

藤　

武　

秀

法
制
史
（
西
洋
）
Ａ･

Ｂ
─
【
春
学
期
】
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
法
の
誕
生
と
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
秋
学
期
】
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
法
体
系
の
確
立
─�

講
師
（
兼
）
周　
　
　
　
　

�

圓

考
古
学
研
究　

─
日
本
考
古
学
を
学
ぶ
─�

講
師
（
兼
）
田　

中　

英　

司



二
五
一

自
然
誌
Ａ
①
─
水
の
自
然
誌
～
自
然
・
環
境
・
生
命
・
文
明
の
か
か
わ
り
～
─

自
然
誌
Ｂ
①
─
水
の
自
然
誌
～
水
の
関
わ
る
自
然
現
象
と
人
類
の
利
用
に
つ
い
て
～
─�

講
師
（
兼
）
清　

田　

佳　

美

自
然
誌
Ａ
②
─
植
物
の
自
然
誌
─

自
然
誌
Ｂ
②
─
日
本
列
島
の
自
然
誌
─�

講
師
（
兼
）
金　

子　

有　

子

自
然
誌
Ａ
③
─
水
の
自
然
誌　

─
自
然
・
環
境
・
生
命
・
文
明
の
か
か
わ
り
─
─

自
然
誌
Ｂ
③
─
水
の
自
然
誌　

─
水
の
関
わ
る
自
然
現
象
と
人
類
の
利
用
に
つ
い
て
─
─�

講
師
（
兼
）
瀧　
　
　

景　

子

博
物
館
概
論
（
秋
学
期
）��

助　

教　
　

植　

野　

真　

澄

博
物
館
学
各
論�

本　

年　

度　

休　

講

博
物
館
展
示
論
（
秋
学
期
）�

助　

教　
　

植　

野　

真　

澄

博
物
館
実
習
Ⅰ
①
─
文
献
・
民
俗
資
料
の
取
扱
と
模
擬
展
示
─�

講
師
（
兼
）
龍　

澤　
　
　

潤

博
物
館
実
習
Ⅰ
②�

本　

年　

度　

休　

講

博
物
館
実
習
Ⅰ
③
─
考
古
資
料
を
中
心
と
し
た
歴
史
資
料
の
整
理
実
習
─�

講
師
（
兼
）�

久　

野　

雅　

司

博
物
館
実
習
Ⅰ
④�

本　

年　

度　

休　

講

博
物
館
実
習
Ⅱ
（
春
学
期
）�

助　

教　
　

植　

野　

真　

澄

博
物
館
資
料
保
存
論
（
秋
学
期
）
─
資
料
修
復
・
保
存
の
基
本
─�

講
師
（
兼
）
土　

肥　
　
　

孝

卒
業
論
文�

教　

授　
　

鈴　

木　

道　

也



二
五
二

二
〇
一
六
年
度
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
講
義
題
目

〔
博
士
前
期
課
程
〕

日
本
史
学
特
論
Ⅰ
─
日
本
古
代
史
の
諸
問
題
─�

教　

授　
　

森　
　
　

公　

章

日
本
史
学
特
論
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
─
日
本
古
代
史
の
諸
問
題
─�

教　

授　
　

森　
　
　

公　

章

日
本
史
学
特
論
Ⅱ
─
戦
国
大
名
論
の
現
在
と
課
題
─�

�

教　

授　
　

神　

田　

千　

里

日
本
史
学
特
論
Ⅱ
Ａ
─
戦
国
大
名
論
の
現
在
─�

教　

授　
　

神　

田　

千　

里

日
本
史
学
特
論
Ⅱ
Ｂ
─
戦
国
大
名
論
の
課
題
─�

教　

授　
　

神　

田　

千　

里

日
本
史
学
特
論
Ⅲ
─
日
本
近
世
の
民
衆
と
権
力
─�

教　

授　
　

白
川
部　

達　

夫

日
本
史
学
特
論
Ⅲ
Ａ
・
Ｂ
─
日
本
近
世
の
民
衆
と
権
力
─�

�

教　

授　
　

白
川
部　

達　

夫

日
本
史
学
特
論
Ⅳ
─
幕
末
日
本
の
情
報
と
政
治
の
研
究
─�

教　

授　
　

岩　

下　

哲　

典

日
本
史
学
特
論
Ⅳ
Ａ
─
幕
末
日
本
の
情
報
─�

�

教　

授　
　

岩　

下　

哲　

典

日
本
史
学
特
論
Ⅳ
Ｂ
─
幕
末
日
本
の
政
治
─�

�

教　

授　
　

岩　

下　

哲　

典

日
本
史
学
特
論
Ⅴ
─
日
本
近
現
代
史
の
諸
問
題
─�

�

教　

授　
　

大
豆
生
田　
　

稔

日
本
史
学
特
論
Ⅴ
Ａ
・
Ｂ
─
日
本
近
現
代
史
の
諸
問
題
─�

教　

授　
　

大
豆
生
田　
　

稔

日
本
史
学
演
習
Ⅰ
─
日
本
古
代
史
の
基
本
史
料
を
読
む
─�

�

教　

授　
　

森　
　
　

公　

章

日
本
史
学
演
習
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
─
日
本
古
代
史
の
基
本
史
料
を
読
む
─�

教　

授　
　

森　
　
　

公　

章

日
本
史
学
演
習
Ⅱ
─
中
世
の
記
録
を
読
む
─�

�

教　

授　
　

神　

田　

千　

里

日
本
史
学
演
習
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
─
中
世
の
記
録
を
読
む
─�

教　

授　
　

神　

田　

千　

里

日
本
史
学
演
習
Ⅲ
─
近
世
の
国
家
と
社
会
─�

教　

授　
　

白
川
部　

達　

夫



二
五
三

日
本
史
学
演
習
Ⅲ
Ａ
・
Ｂ
─
近
世
の
国
家
と
社
会
─�

教　

授　
　

白
川
部　

達　

夫

日
本
史
学
演
習
Ⅳ
─
近
世
・
近
代
の
対
外
関
係
お
よ
び
幕
末
維
新
期
の
史
料
研
究
─�

�

教　

授　
　

岩　

下　

哲　

典

日
本
史
学
演
習
Ⅳ
Ａ
・
Ｂ
─
近
世
・
近
代
の
対
外
関
係
お
よ
び
幕
末
維
新
期
の
史
料
研
究
─�

教　

授　
　

岩　

下　

哲　

典

日
本
史
学
演
習
Ⅴ
─
日
本
近
現
代
史
研
究
─�

教　

授　
　

大
豆
生
田　
　

稔

日
本
史
学
演
習
Ⅴ
Ａ
・
Ｂ
─
日
本
近
現
代
史
研
究
─�

教　

授　
　

大
豆
生
田　
　

稔

東
洋
史
学
特
論
Ⅰ
─
中
国
唐
代
史
料
の
講
読
─�

准
教
授　
　

西　

村　

陽　

子

東
洋
史
学
特
論
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
─
中
国
唐
代
史
料
の
解
読
・
検
討
─�

准
教
授　
　

西　

村　

陽　

子

東
洋
史
学
特
論
Ⅱ
─
近
現
代
中
国
政
治
体
制
の
再
編
と
統
合
の
変
容
─�

教　

授　
　

千　

葉　

正　

史

東
洋
史
学
特
論
Ⅱ
Ａ
─
近
代
中
国
政
治
体
制
の
再
編
と
統
合
の
変
容
─�

教　

授　
　

千　

葉　

正　

史

東
洋
史
学
特
論
Ⅱ
Ｂ
─
二
十
世
紀
中
国
政
治
体
制
の
再
編
と
統
合
の
変
容
─��

教　

授　
　

千　

葉　

正　

史

東
洋
史
学
特
論
Ⅲ�

本　

年　

度　

休　

講

東
洋
史
学
演
習
Ⅰ
─
中
国
唐
代
諸
史
料
の
検
討
─�

准
教
授　
　

西　

村　

陽　

子

東
洋
史
学
特
論
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
─
中
国
唐
代
諸
史
料
の
検
討
─�

准
教
授　
　

西　

村　

陽　

子

東
洋
史
学
特
論
Ⅱ
─
清
末
中
国
に
お
け
る
近
代
化
過
程
の
検
討
─�

教　

授　
　

千　

葉　

正　

史

東
洋
史
学
特
論
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
─
清
末
中
国
に
お
け
る
近
代
化
過
程
の
検
討
─�

�

教　

授　
　

千　

葉　

正　

史

東
洋
史
学
特
論
Ⅲ�

本　

年　

度　

休　

講

西
洋
史
学
特
論
Ⅰ
─
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
史
研
究
─�

�

教　

授　
　

髙　

畠　

純　

夫

西
洋
史
学
特
論
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
─
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
史
研
究
─�

教　

授　
　

髙　

畠　

純　

夫

西
洋
史
学
特
論
Ⅱ
─
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
の
「
古
典
」
を
読
み
直
す
─�

教　

授　
　

鈴　

木　

道　

也



二
五
四

西
洋
史
学
特
論
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
─
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
の
「
古
典
」
を
読
み
直
す
─�

教　

授　
　

鈴　

木　

道　

也

西
洋
史
学
特
論
Ⅲ
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
史
の
歴
史
叙
述
─�

准
教
授　
　

村　

田　

奈
々
子

西
洋
史
学
特
論
Ⅲ
Ａ
・
Ｂ
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
史
の
歴
史
叙
述
─�

准
教
授　
　

村　

田　

奈
々
子

西
洋
史
学
演
習
Ⅰ
─
古
代
ギ
リ
シ
ア
史
史
料
研
究
─�

�

教　

授　
　

髙　

畠　

純　

夫

西
洋
史
学
演
習
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
─
古
代
ギ
リ
シ
ア
史
史
料
研
究
─�

教　

授　
　

髙　

畠　

純　

夫

西
洋
史
学
演
習
Ⅱ
─
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
指
導
─�

教　

授　
　

鈴　

木　

道　

也

西
洋
史
学
演
習
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
─
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
方
法
論
─�

教　

授　
　

鈴　

木　

道　

也

西
洋
史
学
演
習
Ⅲ
─
近
現
代
史
の
諸
問
題
─�

�

准
教
授　
　

村　

田　

奈
々
子

西
洋
史
学
演
習
Ⅲ
Ａ
・
Ｂ
─
近
現
代
史
の
諸
問
題
─�

准
教
授　
　

村　

田　

奈
々
子

考
古
学
特
論
─
日
本
考
古
学
の
諸
問
題
─�

講
師
（
兼
）
土　

肥　
　
　

孝

考
古
学
特
論
Ａ
・
Ｂ
─
日
本
考
古
学
の
諸
問
題
─�

講
師
（
兼
）
土　

肥　
　
　

孝

文
献
研
究
（
日
本
）
─
明
治
維
新
史
─�

講
師
（
兼
）
松　

尾　

正　

人

文
献
研
究
（
日
本
）
Ａ
・
Ｂ
─
明
治
維
新
史
─�

講
師
（
兼
）
松　

尾　

正　

人

文
献
研
究
（
東
洋
）
─
東
ア
ジ
ア
史
の
文
献
を
読
む
─�

講
師
（
兼
）
趙　
　
　

景　

達

文
献
研
究
（
東
洋
）
Ａ
・
Ｂ
─
東
ア
ジ
ア
史
の
文
献
を
読
む
─�

講
師
（
兼
）
趙　
　
　

景　

達

文
献
研
究
（
西
洋
）
─Reading�H

istorical�Sources�from
�A
ncient�to�M

odern�T
im
es

─

�

教　

授　
　

髙　

畠　

純　

夫

�

教　

授　
　

鈴　

木　

道　

也

�

准
教
授　
　

村　

田　

奈
々
子



二
五
五

文
献
研
究
（
西
洋
）
Ａ
・
Ｂ
─Reading�H

istorical�Sources�from
�A
ncient�to�M

odern�T
im
es

─

�

教　

授�　
　

髙　

畠　

純　

夫

�

教　

授�　
　

鈴　

木　

道　

也

�

准
教
授�　
　

村　

田　

奈
々
子

史
料
管
理
学�

国
文
学
研
究
資
料
館
に
お
け
る
研
修

�

（
集
中
講
義
形
式
）

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
─
日
本
古
代
史
を
専
攻
す
る
者
に
対
す
る
修
士
論
文
作
成
の
た
め
の
研
究
指
導
─��

教　

授　
　

森　
　
　

公　

章

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ

　

─
日
本
古
代
史
を
専
攻
す
る
者
に
対
す
る
修
士
論
文
作
成
の
た
め
の
研
究
指
導
─�

教　

授　
　

森　
　
　

公　

章

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
─
日
本
中
世
史
の
諸
問
題
─�

教　

授　
　

神　

田　

千　

里

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
─
日
本
中
世
史
の
諸
問
題
─�

教　

授　
　

神　

田　

千　

里

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅲ
─
近
世
の
国
家
と
社
会
─�

教　

授　
　

白
川
部　

達　

夫

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
・
Ｂ
─
近
世
の
国
家
と
社
会
─�

教　

授　
　

白
川
部　

達　

夫

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅳ
─
近
世
・
近
代
の
対
外
関
係
お
よ
び
幕
末
維
新
期
の
史
料
研
究
─�

教　

授　
　

岩　

下　

哲　

典

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
・
Ｂ
─
近
世
・
近
代
の
対
外
関
係
お
よ
び
幕
末
維
新
期
の
史
料
研
究
─�

教　

授　
　

岩　

下　

哲　

典

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅴ
─
日
本
近
現
代
史
研
究
─�

教　

授　
　

大
豆
生
田　
　

稔

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅴ
Ａ
・
Ｂ
─
日
本
近
現
代
史
研
究
─�

教　

授　
　

大
豆
生
田　
　

稔

東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅰ�

准
教
授　
　

西　

村　

陽　

子

東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ�

准
教
授　
　

西　

村　

陽　

子



二
五
六

東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
─
東
洋
史
学
研
究
指
導
─�

教　

授　
　

千　

葉　

正　

史

東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
─
東
洋
史
学
研
究
指
導
─�

教　

授　
　

千　

葉　

正　

史

東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅲ�

本　

年　

度　

休　

講

西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
─
西
洋
古
代
史
研
究
指
導
─�

教　

授　
　

髙　

畠　

純　

夫

西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
─
西
洋
古
代
史
研
究
指
導
─�

教　

授　
　

髙　

畠　

純　

夫

西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
─
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
指
導
─�

教　

授　
　

鈴　

木　

道　

也

西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
─
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
方
法
論
─�

教　

授　
　

鈴　

木　

道　

也

西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅲ
─
近
現
代
史
の
諸
問
題
─�

准
教
授　
　

村　

田　

奈
々
子

西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
・
Ｂ
─
近
現
代
史
の
諸
問
題
─�

准
教
授　
　

村　

田　

奈
々
子

〔
博
士
後
期
課
程
〕

日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅰ
─
日
本
古
代
史
の
基
本
史
料
を
読
む
─�

教　

授　
　

森　
　
　

公　

章�

日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
─
日
本
古
代
史
の
基
本
史
料
を
読
む
─�

教　

授　
　

森　
　
　

公　

章

日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
─
中
世
の
記
録
を
読
む
─�

教　

授　
　

神　

田　

千　

里

日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
─
中
世
の
記
録
を
読
む
─�

教　

授　
　

神　

田　

千　

里

日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅲ
─
近
世
の
国
家
と
社
会
─�

教　

授　
　

白
川
部　

達　

夫

日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
・
Ｂ
─
近
世
の
国
家
と
社
会
─�

教　

授　
　

白
川
部　

達　

夫

日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅳ
─
近
世
・
近
代
の
対
外
関
係
お
よ
び
幕
末
維
新
期
の
史
料
研
究
─�

教　

授　
　

岩　

下　

哲　

典

日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅳ
Ａ
・
Ｂ
─
近
世
・
近
代
の
対
外
関
係
お
よ
び
幕
末
維
新
期
の
史
料
研
究
─�

教　

授　
　

岩　

下　

哲　

典



二
五
七

日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅴ
─
日
本
近
現
代
史
研
究
─�

教　

授　
　

大
豆
生
田　
　

稔

日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅴ
Ａ
・
Ｂ
─
日
本
近
現
代
史
研
究
─�

教　

授　
　

大
豆
生
田　
　

稔

東
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅰ
─
中
国
唐
代
諸
史
料
の
検
討
─�

准
教
授　
　

西　

村　

陽　

子

東
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
─
中
国
唐
代
諸
史
料
の
検
討
─�

准
教
授　
　

西　

村　

陽　

子

東
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
─
清
末
中
国
に
お
け
る
近
代
化
過
程
の
検
討
─�

教　

授　
　

千　

葉　

正　

史

東
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
─
清
末
中
国
に
お
け
る
近
代
化
過
程
の
検
討
─�

教　

授　
　

千　

葉　

正　

史

東
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅲ�

本　

年　

度　

休　

講

西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅰ
─
古
代
ギ
リ
シ
ア
史
史
料
研
究
─�

教　

授　
　

髙　

畠　

純　

夫

西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
─
古
代
ギ
リ
シ
ア
史
史
料
研
究
─�

教　

授　
　

髙　

畠　

純　

夫

西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
─
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
方
法
論
─�

教　

授　
　

鈴　

木　

道　

也

西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
─
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
方
法
論
─�

教　

授　
　

鈴　

木　

道　

也

西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅲ
─
近
現
代
史
の
諸
問
題
─�

准
教
授　
　

村　

田　

奈
々
子

西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
・
Ｂ
─
近
現
代
史
の
諸
問
題
─�

准
教
授　
　

村　

田　

奈
々
子

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
─
日
本
古
代
史
を
専
攻
す
る
者
に
対
す
る
博
士
論
文
作
成
の
た
め
の
研
究
指
導
─�

教　

授　
　

森　
　
　

公　

章

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
─

　

日
本
古
代
史
を
専
攻
す
る
者
に
対
す
る
博
士
論
文
作
成
の
た
め
の
研
究
指
導
─�

教　

授　
　

森　
　
　

公　

章

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
─
日
本
中
世
史
の
諸
問
題
─�

教　

授　
　

神　

田　

千　

里

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
─
日
本
中
世
史
の
諸
問
題
─�

教　

授　
　

神　

田　

千　

里

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅲ
─
近
世
の
国
家
と
社
会
─�

教　

授　
　

白
川
部　

達　

夫



二
五
八

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
・
Ｂ
─
近
世
の
国
家
と
社
会
─�

教　

授　
　

白
川
部　

達　

夫

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅳ
─
近
世
・
近
代
の
対
外
関
係
お
よ
び
幕
末
維
新
期
の
史
料
研
究
─�

教　

授　
　

岩　

下　

哲　

典

日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅳ
Ａ
・
Ｂ
─
近
世
・
近
代
の
対
外
関
係
お
よ
び
幕
末
維
新
期
の
史
料
研
究
─�

教　

授　
　

岩　

下　

哲　

典

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅴ
─
日
本
近
現
代
史
研
究
─�

教　

授　
　

大
豆
生
田　
　

稔

日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅴ
Ａ
・
Ｂ
─
日
本
近
現
代
史
研
究
─�

教　

授　
　

大
豆
生
田　
　

稔

東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
─
博
士
論
文
作
成
に
向
け
て
─�

准
教
授　
　

西　

村　

陽　

子

東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
─
博
士
論
文
作
成
に
向
け
て
─�

准
教
授　
　

西　

村　

陽　

子

東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
─
東
洋
史
学
研
究
指
導
─�

教　

授　
　

千　

葉　

正　

史

東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
─
東
洋
史
学
研
究
指
導
─�

教　

授　
　

千　

葉　

正　

史

東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅲ�

�

本　

年　

度　

休　

講

西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
─
西
洋
古
代
史
研
究
指
導
─�

教　

授　
　

髙　

畠　

純　

夫

西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ
─
西
洋
古
代
史
研
究
指
導
─�

教　

授　
　

髙　

畠　

純　

夫

西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
─
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
指
導
─�

教　

授　
　

鈴　

木　

道　

也

西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
─
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
指
導
─�

教　

授　
　

鈴　

木　

道　

也

西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅲ
─
近
現
代
史
の
諸
問
題
─�

准
教
授　
　

村　

田　

奈
々
子

西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
・
Ｂ
─
近
現
代
史
の
諸
問
題
─�

准
教
授　
　

村　

田　

奈
々
子



二
五
九

二
〇
一
六
年
度
卒
業
論
文
題
目

〔
日
本
史
学
専
攻
コ
ー
ス
〕

平
安
宮
清
涼
殿
の
研
究�

川　

崎　

朋　

香

太
子
建
立
寺
院
と
聖
徳
太
子
信
仰�

神　

谷　

拓　

巳

平
安
時
代
に
お
け
る
大
学
寮
の
変
遷�

児　

玉　

恵　

実

平
安
時
代
の
婚
姻
儀
礼
の
変
遷�

関　
　
　

仁　

美

継
体
天
皇
の
研
究�

　

石　

原　

昂　

輝

平
安
貴
族
の
邸
宅
に
つ
い
て�

　

神　

木　
　
　

誠

呪
符
木
簡
と
信
仰�

　

岡　

田　

真　

緒

古
代
怨
霊
思
想
の
研
究�

樋　

口　
　
　

響

奈
良
・
平
安
時
代
に
お
け
る
疫
病
流
行
と
そ
の
政
治
的
影
響
に
つ
い
て

�

竹　

原　

克　

哉

戦
国
期
に
お
け
る
京
都
の
復
興
と
変
貌�
新　

井　

知　

樹

武
田
氏
の
信
濃
侵
攻�
長　

田　

拓　

麿

戦
国
大
名
家
に
お
け
る
女
性
の
役
割�

髙　

橋　
　
　

香

源
頼
朝
と
関
東
の
武
士
た
ち�

　

山　

口　

満
里
奈

治
承
・
寿
永
の
内
乱
に
つ
い
て�

石　

塚　
　
　

萌

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
か
ら
見
た
織
田
信
長�

沢　

中　

雅　

哉

長
篠
合
戦
に
つ
い
て�

岩　

間　

涼　

夏

中
世
の
徳
政
に
つ
い
て�

高　

橋　

和　

裕

戦
国
時
代
の
主
従
関
係
に
つ
い
て�

松　

永　
　
　

菜

織
田
政
権
期
の
四
国
情
勢�

若　

田　

明
日
香

享
徳
の
乱
に
つ
い
て�

松　

井　
　
　

智

戦
国
期
の
房
総�

菅　

野　

拓　

己

戦
国
大
名
領
国
に
お
け
る
徳
政�

毛　

海　

崇　

典

駿
河
国
葛
山
氏
に
つ
い
て　

��
�

越　

川　
　
　

渉

世
阿
弥
の
生
涯�

森　

田　

絵
里
花

近
世
浦
賀
に
お
け
る
干
鰯
取
引�

井　

上　
　
　

萌

近
世
に
お
け
る
行
倒
死
体
処
理
に
つ
い
て
の
一
考
察�

菅　

野　

名　

扇

近
世
新
河
岸
川
舟
運
に
つ
い
て�

後　

藤　
　
　

遥

近
世
伊
丹
に
お
け
る
酒
造
業
の
展
開�

石　

川　

菜
津
季

会
津
藩
に
お
け
る
郷
頭
制
の
変
遷�

伊　

藤　

拓　

哉

近
世
房
総
半
島
牧
場
の
馬
医
牧
士
に
つ
い
て�

佐　

藤　

ま
り
英

近
世
関
東
に
お
け
る
醤
油
醸
造
業
に
つ
い
て
の
考
察�

本　

橋　

孝　

介

嘉
永
三
年
の
江
戸
湾
巡
見
に
つ
い
て�

井　

上　

大　

貴

東
海
道
宿
駅
に
お
け
る
助
郷
争
論
の
研
究�

清　

水　

さ
や
か

安
政
江
戸
地
震
に
お
け
る
江
戸
城
の
被
害
と
修
復�

山　

崎　

祐　

樹

近
世
武
州
に
お
け
る
炭
生
産
と
村
落
の
変
容�

伊　

藤　
　
　

翼

渋
沢
栄
一
と
埼
玉
県
の
地
域
経
済�

阿
部
倉　
　
　

怜

戦
後
日
本
の
再
軍
備
と
メ
デ
ィ
ア�

本　

間　

峻　

太

明
治
期
大
阪
の
都
市
社
会�

岡　

部　

光　

隆

明
治
期
に
お
け
る
「
史
談
会
」
の
活
動�

石　

島　

庸　

貴

一
九
六
〇
年
代
～
七
〇
年
代
の
ア
パ
レ
ル
産
業
と
若
者
文
化

�

大　

木　

真　

未

三
多
摩
移
管
問
題
と
都
制
編
入
運
動�

坂　

本　

拓　

真



二
六
〇

一
九
一
〇
年
代
末
の
物
価
騰
貴
と
埼
玉
県�

鈴　

木　

雅　

浩

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
お
け
る
『
文
芸
戦
線
』

�

大　

田　

朋　

佳

明
治
後
期
に
お
け
る
中
等
教
育
の
拡
充�

久
保
田　

宗
一
郎

高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
信
用
金
庫�

清　

水　

慎　

也

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
旧
長
岡
藩
士
の
動
向�

土　

田　
　
　

徹

一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
農
山
漁
村
経
済
更
生
運
動
像�

鈴　

木　
　
　

健

戦
後
高
木
惣
吉
の
戦
争
指
導
論�

只　

野　

和　

也

大
正
後
期
の
宮
中
危
機

　

―
宮
中
某
重
大
事
件
へ
の
対
応
を
中
心
に
―�

千　

葉　
　
　

響

立
憲
民
政
党
の
党
・
政
権
運
営�

中　

野　

智　

子

南
洋
群
島
に
お
け
る
衛
生
事
業�

内　

田　

将　

人

埼
玉
県
の
学
童
疎
開
受
入
れ
体
制
と
引
率
教
師�

荻　

原　

史　

弥

日
豪
貿
易
紛
争
と
豪
州
メ
デ
ィ
ア�
土　

田　

直　

人

高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
野
田
市
の
工
業
化�
坂　

井　

淳　

哉

戦
時
下
の
民
衆
意
識�

岡　

野　

聖　

人

足
尾
鉱
毒
事
件
に
お
け
る
民
衆
運
動
―
田
中
正
造
と
谷
中
村
を
軸
に
―

�

本　

田　

信　

幸

日
清
・
日
露
戦
争
期
に
お
け
る
徴
兵
制
と
徴
兵
忌
避�

川　

名　

亘　

輝

尖
閣
諸
島
の
領
有
権
問
題
の
形
成�

鈴　

木　

圭　

哉

近
代
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
移
住�

稲　

葉　

寛　

人

湘
南
地
域
に
お
け
る
海
水
浴
の
発
達
と
鉄
道�

三　

山　
　
　

海

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
天
理
教
の
戦
争
協
力

　

―
「
ひ
の
き
し
ん
」
を
中
心
に
―�

吉　

岡　

誠　

仁

戦
後
補
償
問
題
と
現
状
―
台
湾
へ
の
補
償
問
題
を
中
心
に
―

�

　

天　

明　

航　

太

五
十
五
年
体
制
下
の
安
保
改
定
論
争
の
考
察�

村　

井　

惇　

平

戦
後
の
綿
紡
織
業
の
展
開
と
今
治
タ
オ
ル
産
業�

丸　

山　

絵
梨
花

戦
前
期
の
神
社
政
策�

磯　

貝　

龍　

観

群
馬
県
製
糸
業
と
富
岡
製
糸
場
の
設
立�

中　

村　

友　

哉

近
代
演
劇
界
に
お
け
る
松
井
須
磨
子
の
活
躍�

山　

口　

茉
結
華

国
家
と
の
関
係
か
ら
み
た
日
本
仏
教
の
海
外
布
教�

淺　

野　

絵　

多

石
原
莞
爾
の
「
最
終
戦
争
論
」
と
日
蓮
主
義�

淺　

野　

奏　

多

日
本
鉄
道
第
一
区
線
の
経
路
選
定
～
東
京
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線
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い
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哲　

司

中
央
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け
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送
力
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い
て
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国
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馬
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衆
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楽
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乳
製
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及
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現
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啓
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専
攻
コ
ー
ス
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秦
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の
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衆
反
乱
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つ
い
て�

阪　
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清　

香

北
魏
王
朝
の
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漢
融
和
政
策
に
つ
い
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藤　
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匈
奴
と
漢
の
国
際
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瑛　

富

唐
・
宋
期
の
科
挙
と
社
会
関
係�

野　

田　

悠　

馬
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唐
代
に
お
け
る
冊
封
体
制
と
外
交
儀
礼�
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原　

菜　

月

元
朝
の
中
国
支
配
に
つ
い
て�

　

前　

田　

憲　

佑

清
代
に
お
け
る
纏
足
文
化
と
女
性�

堀　

田　

千　

尋

ム
ス
リ
ム
の
食
文
化�

小
野
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布　

望

オ
ス
マ
ン
帝
国
と
イ
ギ
リ
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本　

元　

太
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西
洋
史
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専
攻
コ
ー
ス
〕

後
期
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に
お
け
る
教
会
の
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隆
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ギ
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ス
に
お
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る
紅
茶
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発
展
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け
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コ
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中
世
後
期
フ
ラ
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お
け
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権
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侑　

弥

ア
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ア
ン
ダ
ル
ス
期
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒

�
　

尾　

上　
　
　

竣

十
字
軍
思
想
の
源
流�
鈴　

木　

茉　

緒

中
世
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
死
生
観�

高
野
橋　

滉　

太

イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
国
建
国
以
降
の
フ
ラ
ン
ク
と
イ
ス
ラ
ー
ム

�

　

青　

木　
　
　

謙

ゴ
シ
ッ
ク
大
聖
堂
と
中
世
社
会�

岡　

本　

若　

奈

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
巡
礼
と
民
衆�

小　

川　

睦　

実

中
世
西
洋
に
お
け
る
戦
闘
技
術
の
変
遷�

塚　

本　

啓　

太

中
世
ド
イ
ツ
に
お
け
る
手
工
業
者
の
都
市
生
活�

高　
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樹

ル
ネ
サ
ン
ス
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
築
城
術
と
戦
術�

小　

林　

泰　

斗

キ
リ
ス
ト
教
と
異
教
世
界�

笠　

間　

順　

平

十
九
世
紀
ド
イ
ツ
と
グ
リ
ム
童
話�
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井　
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香

中
世
西
洋
に
お
け
る
神
判�

雨　

宮　

夏
菜
海

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
騎
士
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実
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田　
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貴

中
世
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
聖
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村　
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花

中
世
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
け
る
死
と
民
衆�

有　

光　
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生

中
世
西
欧
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
暴
力�
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佑　

太

近
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
福
祉
と
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ラ
ン
タ
リ
ズ
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暉

十
六
世
紀
ス
ペ
イ
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美

ナ
チ
支
配
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お
け
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生
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代
ヨ
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ロ
ッ
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お
け
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楓
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ギ
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帝
国
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友　
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紀
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ロ
ッ
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デ
ィ
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友　
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ッ
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お
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シ
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奈

二
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六
年
度
修
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目
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お
け
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行
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研
究�
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雄　

也
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